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中
国
研
究
集
刊 

珍
号
（
第
六
十
四
号
）
平
成
三
十
年
六
月　

三
八
︱
四
八
頁

一
、
清
華
簡
（
壹
―
柒
）
の
字
迹
分
類

筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
清
華
簡
の
第
一
分
冊
（
壹
）
か
ら
第
六

分
冊
（
陸
）
を
対
象
に
、
書
法
様
式
と
判
別
字
と
の
二
つ
の
基
軸

に
よ
る
字
迹
分
類
を
試
み
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
（
注
1
）
。
そ
の

後
、
新
た
に
公
表
さ
れ
た
第
七
分
冊
（
柒
）
所
収
の
『
子
犯
』

『
晋
文
公
』『
趙
簡
子
』『
越
公
』
の
四
篇
に
つ
い
て
、
二
つ
の
基

軸
に
も
と
づ
く
分
析
を
行
な
っ
た
結
果
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
前
稿

で
示
し
た
分
類
の
第
Ⅰ
類
Ｂ
種
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
清
華
簡
（
壹
︱
柒
）
の
字
迹
分
類
と
形
制
と
の
関
連
を
あ
ら

た
め
て
整
理
す
る
と
［
別
表
Ⅰ
］
の
ご
と
く
で
あ
る
。

前
稿
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
基
軸
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
字
迹
の

清
華
簡
の
字
迹
と
そ
の
関
係
性

︱
第
Ⅰ
類
Ａ
・Ｂ
・Ｃ
種
を
中
心
に
︱

福
田
哲
之

類
別
を
中
心
に
論
じ
た
た
め
、
字
迹
相
互
の
関
係
性
に
つ
い
て
は

十
分
に
論
及
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
第
七
分
冊
（
柒
）
所

収
の
諸
篇
に
よ
っ
て
新
た
に
得
ら
れ
た
知
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

第
Ⅰ
類
の
Ａ
種
の
字
迹
お
よ
び
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
種
の
相
互
関
係
を

中
心
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
な
お
本
稿
に
お
け
る
清
華
簡
の

篇
名
は
、
便
宜
上
、
各
分
冊
所
収
「
字
形
表
」
の
略
称
に
従
う
。

二
、
Ａ
種
の
字
迹

Ａ
種
は
、
字
迹
（
判
別
字
）・
簡
長
（
四
十
四
・
七
︱
四
十

五
・
三
セ
ン
チ
）・
簡
背
数
字
（
本
文
同
筆
）
と
い
う
三
点
の
共

通
性
に
よ
り
、
第
Ⅰ
類
の
他
種
と
区
別
さ
れ
る
。
た
だ
し
留
意
す

べ
き
は
、『
祭
公
』
と
『
祭
公
』
以
外
の
Ａ
種
諸
篇
と
の
間
に
、
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書
法
風
格
上
の
相
違
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
原
因
を
書
手
の
違
い
と

み
る
説
と
、
同
一
書
手
に
お
け
る
差
異
と
み
る
説
と
が
対
立
し
て

い
る
点
で
あ
る
（
注
2
）
。
本
章
で
は
、
Ａ
種
に
お
け
る
字
迹
の
関
係

性
と
い
う
観
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み

た
い
。
な
お
以
下
の
論
述
に
あ
た
っ
て
は
、
便
宜
上
、『
祭
公
』

以
外
の
Ａ
種
諸
篇
の
書
風
を
書
風
α
、『
祭
公
』
の
書
風
を
書
風

β
と
表
記
す
る
。

判
別
字
の
分
析
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
書
風α
の
諸
篇
と

書
風
β
の
『
祭
公
』
と
の
間
に
は
、
他
種
に
比
し
て
顕
著
な
形
体

上
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
（
注
3
）
。
た
だ
し
、
同
時
に
両
者
の
間

に
は
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
形
体
上
の
相
違
点
も
見
い
だ
さ

れ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
ま
ず
判
別
字
の
中
か
ら
「

（
閲
）」
字
を
取
り
上
げ
よ
う
（［
表
１
］
参
照
）。

「

（
閲
）」
は
上
部
「
尔
」
の
形
体
か
ら
、

型
・

型
・

型
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。
書
風α
は
二
十
例
の
う
ち

型
が
十

九
例
を
占
め
、

型
が
一
例
見
え
る
。

型
は

型
の
「
八
」
の

左
払
い
を
、
下
部
左
側
の
「

」（
昏
）
の
第
一
画
（
左
払
い
）

と
の
共
有
に
よ
り
省
略
し
た
簡
体
で
あ
り
、
書
風α
の
書
手
は

型
を
主
と
す
る
書
写
習
慣
を
も
ち
、『
芮
良
夫
』
の
一
例
は
、
例

外
的
に
も
と
の
繁
体
が
出
現
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
一
方
、

書
風
β
の

型
は
、α
の
二
例
と
は
字
形
の
系
列
を
異
に
し
て
お

り
、
書
写
習
慣
の
異
な
る
書
手
に
よ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
に
判
別
字
以
外
の
用
例
か
ら
「
和
」
を
取
り
上
げ
る
（［
表

２
］
参
照
）。

書
風
α
は
、「
禾
」
の
横
画
の
左
上
に
「
口
」
が
位
置
し
て

「
禾
」
の
第
一
画
と
接
続
す
る
独
自
の
形
体
を
も
つ
。
書
風
β
の

［
表
１
］　

Ａ
種
に
お
け
る
1209
「

（
閲
）」
字（
注
4
）
の
形
体

赤
13

19

芮良夫
03

1

祭公
01

2

2
1

1

1

17

［
表
２
］
Ａ
種
に
お
け
る
208
「
和
」
字
の
形
体

耆夜
04

9

1

5

3

祭公
07

1

1

（ 39 ）



『
祭
公
』
は
用
例
が
一
例
の
み
で
あ
る
た
め
、
書
風
α
と
同
じ
書

手
が
底
本
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
例
外
的
に
異
な
る
字
形
を
用
い

た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
書
風α
で
は
複
数
の
篇
で
一
貫
し

て
同
一
の
字
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は

低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
や
や
複
雑
な
様
相
を
示
す
例
と
し
て
「
我
」
字
を
取
り

上
げ
る
（［
表
３
］
参
照
）。

書
風α
に
は
①
～
⑤
の
五
種
の
形
体
が
見
え
、
用
例
数
で
は
①

②
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
が
生

じ
た
原
因
と
し
て
は
、
底
本
の
影
響
も
考
慮
さ
れ
る
が
、［
表
３
］

の
字
形
欄
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
尹
誥
』
で
は
同
じ
竹
簡
（
簡
2
）

に
①
②
④
の
三
種
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
書
手
が
習
得
し
て
い
る

複
数
の
形
体
を
任
意
に
書
き
分
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
五
種
の

形
体
は
①
を
基
本
と
し
、
第
一
画
（
短
豎
）
が
ほ
ぼ
垂
直
に
下
筆

さ
れ
、
第
二
画
の
左
上
か
ら
右
下
へ
の
斜
め
の
筆
画
が
お
よ
そ
三

十
度
の
傾
斜
角
を
も
つ
点
で
、
顕
著
な
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
書
風
β
の
『
祭
公
』
は
書
風
α
の
⑤
の
形
体
に
近
く
、

Ａ
種
に
お
け
る
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
同
時
に
第
一
画
（
短

豎
）
の
下
部
を
や
や
左
に
曲
げ
、
第
二
画
お
よ
び
第
三
画
を
Ｌ
型

に
作
る
例
が
見
え
、
書
風
α
と
は
明
瞭
な
相
違
を
示
し
て
い
る

（［
表
３
別
掲
］
参
照
）。

さ
ら
に
第
二
・
三
画
の
形
体
に
注
目
し
て
『
祭
公
』
に
お
け
る

「
我
」
字
の
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
簡
１
か
ら
簡
11
ま
で
は
直
角

に
近
い
Ｌ
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
簡
12
か
ら
は
角
度
が
緩
ん
で
曲

線
に
近
づ
き
、
簡
19
︱
３
・
簡
19
︱

４
で
は
書
風α
に
近
い
斜
線
と

な
り
、
最
後
の
簡
21
で
は
ま
た
は
じ
め
の
Ｌ
型
に
近
づ
く
と
い
う

複
雑
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
簡
１
か
ら
簡
11
ま
で
の
Ｌ
型
が
末

［
表
３
］　

Ａ
種
に
お
け
る
1223
「
我
」
字
の
形
体	

16114

4

1

1

2

1

1

12

12

尹誥
02

尹誥
02

芮良夫
25

尹誥
02

琴舞
16

1

1

5

2

1

1

2

2

1

2

2

2

5

［
表
３
別
掲
］　
『
祭
公
』
に
お
け
る
「
我
」
字
の
形
体
変
化

12

11

07

05

02

01

21

19-4

19-3

19-2

19-1

13

算
用
数
字
は
竹
簡
編
号

（ 40 ）



尾
の
簡
21
で
も
出
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
祭
公
』
の
書
手
は

Ｌ
型
の
書
写
習
慣
を
も
ち
、
簡
12
以
降
の
変
化
は
書
風α
の
形
体

の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
Ａ
種
の
句
読
符
号

本
章
で
は
前
章
に
お
け
る
「
我
」
字
と
の
関
連
か
ら
、
本
文
に

付
け
ら
れ
た
句
読
符
号
に
注
目
し
て
み
た
い
（
注
5
）
。
Ａ
種
に
お
け

る
句
読
符
号
は
『
尹
誥
』
以
外
の
諸
篇
に
付
さ
れ
て
お
り
（
注
6
）
、

書
風
α
（『
祭
公
』
以
外
）
に
は
－
型
の
短
横
、
書
風
β
（『
祭

公
』）
に
は
－
型
の
短
横
と
と
も
に
レ
型
の
墨
鉤
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、『
祭
公
』
に
お
け
る
二
つ
の
句
読
符
号
の

分
布
に
一
定
の
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
（［
表
４
］
参

照
）。
す
な
わ
ち
簡
1
か
ら
簡
11
ま
で
は
レ
型
の
墨
鉤
の
み
が
用

い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
簡
12
以
降
で
は
－
型
の
短
横
が
併
用
さ

れ
、
そ
ち
ら
に
比
重
が
移
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
末
尾
の
簡
21
で

も
墨
鉤
と
短
横
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
見
え
る
こ
と
か
ら
、

『
祭
公
』
の
書
手
は
句
読
符
号
に
レ
型
の
墨
鉤
を
用
い
る
書
写
習

慣
を
も
ち
、
簡
12
以
降
の
短
横
へ
の
転
換
は
書
風α
の
句
読
符
号

の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
前
章
で
分
析
を
加
え
た
『
祭
公
』

に
お
け
る
「
我
」
字
の
形
体
の
変
化
と
先
に
見
た
句
読
符
号
の
変

化
と
の
間
に
明
瞭
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
簡
1
か
ら
中
間
の
簡
11
あ
た
り
ま
で
は
書
風
β
の
書
手
自
身
の

書
写
習
慣
に
し
た
が
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
簡
12
以
降
に
な
る
と

書
風α
の
書
手
に
あ
わ
せ
た
字
形
や
符
号
に
変
化
す
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
影
響
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、
書

風
α
（『
祭
公
』
以
外
）
と
書
風
β
（『
祭
公
』）
と
は
書
手
を
異

に
し
（
注
7
）
、
し
か
も
『
祭
公
』
の
句
読
符
号
は
本
文
と
同
じ
書
手

に
よ
っ
て
、
本
文
の
書
写
と
同
時
並
行
的
に
付
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
Ａ
種
の
う
ち
書
風α

の
諸
篇
（『
尹
至
』『
尹
誥
』『
耆
夜
』『
金
縢
』『
説
命
』『
琴
舞
』

『
芮
良
夫
』『
赤

』『
三
壽
』）
は
同
じ
書
手
に
よ
っ
て
書
写
さ

れ
、
一
方
、
書
風
β
の
『
祭
公
』
は
別
の
書
手
に
よ
っ
て
書
写
さ

れ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
書
風
β
の
書
手
は
書
風α
の
書
手
の
文
字

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

ﾚ

3

4

4

5

4

4

5

4

4

4

4

4

0

1

1

0

0

1

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

3

3

4

0

2

4

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

［
表
４
］『
祭
公
』
に
お
け
る
句
読
符
号
の
分
布

「
保
留
」
は
残
缼
な
ど
に
よ
り
判
別
し
難
い
も
の

（ 41 ）



や
符
号
の
形
体
に
意
図
的
に
倣
お
う
と
し
た
形
跡
が
う
か
が
わ

れ
、『
祭
公
』
の
書
写
は
、
Ａ
種
の
他
の
諸
篇
の
字
形
や
符
号
に

合
わ
せ
る
形
で
行
な
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

四
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
種
の
関
係
性

本
章
で
は
、
前
章
ま
で
の
Ａ
種
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
三
種
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
字
迹
・
形
制
（
簡
長
・
簡
背

数
字
）・
内
容
の
三
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
字
迹
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
三
種
の
う
ち
と
く
に

Ｂ
と
Ｃ
と
の
間
に
緊
密
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
稿
で
提
示
し
た
判
別
字
の
分
析
に

よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
（
注
8
）
、
こ
こ
で
は
第
二
章
と
の
関
連
か

ら
、
あ
ら
た
め
て
「
閲
（

）」
字
を
取
り
上
げ
る
。
用
例
に
も

と
づ
き
字
形
分
布
を
整
理
す
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
（［
表

５
︱

１
・
２
］
参
照
）。

Ｂ
と
Ｃ
は
「
閲
」
お
よ
び
「

」
の
二
つ
の
形
体
を
併
用
し
、

さ
ら
に
「

」
字
に
お
い
て
は
、

型
の
共
有
関
係
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
Ｂ
種
の
書
手
と
Ｃ
種
の
書

手
と
は
、
共
通
の
学
書
基
盤
を
も
つ
な
ど
、
き
わ
め
て
近
い
関
係

に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

次
に
、
内
容
と
形
制
（
簡
長
・
簡
背
数
字
）
と
の
関
連
に
つ
い

て
見
て
い
こ
う
（［
表
６
］
参
照
）。

ま
ず
形
制
を
み
る
と
、
Ａ
種
の
諸
篇
は
い
ず
れ
も
簡
長
約
四
十

五
セ
ン
チ
の
竹
簡
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
本
文
と
同
筆
の
簡
背
数

字
が
付
さ
れ
て
い
る
。

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

17

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

2

2

0

0

0

0

2

0

0

0

0

8

0

0

0

0

5

0

8

0

0

2

0

3

0

0

6

0

1

0

0

1

5

4

0

0

0

3

4

0

0

0

8

10

0

0

［
表
５
―
１
］
1209
「
閲
（

）」
字
の
字
形
分
布

（ 42 ）



Ｂ
種
は
、『
皇
門
』『
孺
子
』『
太
伯
甲
乙
』『
子
犯
』『
晋
文
公
』

の
五
篇
が
Ａ
種
と
同
じ
簡
長
約
四
十
五
セ
ン
チ
の
竹
簡
、『
子
儀
』

『
趙
簡
子
』『
越
公
』
の
三
篇
が
、
そ
れ
よ
り
三
セ
ン
チ
短
い
簡
長

約
四
十
二
セ
ン
チ
の
竹
簡
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、『
皇
門
』
の
み

に
本
文
と
は
別
筆
で
簡
背
数
字
が
付
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
種
は
、『
算
表
』
が
簡
長
約
四
十
四
セ
ン
チ
の
竹
簡
、『
湯

丘
』『
啻
門
』『
管
仲
』
が
簡
長
約
四
十
四
︱
四
十
五
セ
ン
チ
の

竹
簡
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
簡
背
数
字
は
付
さ
れ
て
い

な
い
。

内
容
と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
Ａ
種
は
す
べ
て
夏
殷

周
三
代
に
お
け
る
王
や
そ
の
臣
下
に
か
か
わ
る
内
容
を
も
つ
点
で

あ
る
。
上
述
の
ご
と
く
Ａ
種
に
は
す
べ
て
本
文
と
同
筆
の
簡
背
数

字
が
付
さ
れ
て
お
り
、
簡
長
と
と
も
に
顕
著
な
共
通
性
を
示
し
て

い
る
。
第
二
章
で
見
た
『
祭
公
』
の
字
迹
分
析
の
結
果
も
、
こ
う

し
た
状
況
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ａ
種
に
は
字
迹
・
形

制
・
内
容
の
諸
点
に
お
い
て
統
括
的
な
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
方
、
Ｂ
種
は
主
と
し
て
春
秋
時
代
の
各
国
の
故
事
で
構
成
さ

れ
る
が
、『
皇
門
』
の
み
が
西
周
期
に
属
し
て
い
る
。『
皇
門
』
は

『
逸
周
書
』
皇
門
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
ち
、
群
臣
望
族
に
対

す
る
周
公
の
訓
戒
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
面
で
は
む
し
ろ

Ａ
種
と
の
関
係
が
深
い
。

こ
の
点
か
ら
注
意
さ
れ
る
の
は
、
Ｂ
種
で
は
上
述
の
ご
と
く

『
皇
門
』
の
み
に
別
筆
で
簡
背
数
字
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
別
筆
は
Ａ
種
の
二
人
の
書
手
（
書
風α
・
書
風
β
）
と

も
異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
別
人
に
よ
っ
て
附
加
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
が
、
あ
る
い
は
Ａ
種
へ
の
編
入
が
意
図
さ
れ
て
い
た
可
能
性

も
考
慮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
『
皇
門
』
の
簡
背

数
字
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
推
測
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
Ａ
種

と
同
じ
簡
長
を
も
つ
竹
簡
の
共
有
も
、
Ｂ
種
と
Ａ
種
と
の
つ
な
が

り
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
Ｂ
種
諸
篇
の
う
ち
Ａ
種
と
同
じ
簡
長
を
も
つ
『
孺

子
』『
太
伯
』『
子
犯
』『
晋
文
公
』
と
Ｂ
種
独
自
の
簡
長
を
も
つ

皇門
02

管仲
24

太伯甲
12

孺子
03

湯丘
11

湯丘
15

越公
52

趙簡子
06

越公
45

趙簡子
05

子犯
09

子犯
14

金縢
10

管仲
08

湯丘
04

祭公
01

芮良夫
03

啻門
05

啻門
18

三壽
27

13
赤

［
表
５
―

２
］
1209
「
閲
（

）」
字
の
字
形
例

（ 43 ）



［
表
６
］
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
種
各
篇
の
内
容
と
形
制

『
子
儀
』『
趙
簡
子
』『
越
公
』

と
は
、
い
ず
れ
も
春
秋
時
代

の
諸
国
故
事
と
い
う
点
で
共

通
し
た
性
格
を
も
ち
、
な
ぜ

異
な
る
簡
長
の
竹
簡
が
用
い

ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
明
確
に
し
得
な

い
。Ｃ

種
は
、『
算
表
』
と
『
湯

丘
』『
啻
門
』『
管
仲
』
と
の

間
で
簡
長
が
異
な
る
が
、
簡

寛（
幅
）の
面
で
も
、『
湯
丘
』

等
の
諸
篇
が
〇
・
六
セ
ン
チ

で
あ
る
の
に
対
し
、『
算
表
』

は
二
倍
の
一
・
二
セ
ン
チ
で

あ
り
、
文
献
の
性
格
と
簡

長
・
簡
寛
と
の
間
に
明
瞭
な

対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

『
湯
丘
』
と
『
啻
門
』
と

は
と
も
に
湯
と
伊
尹
の
故
事

で
同
冊
関
係
に
あ
り
、
内
容

面
で
は
Ａ
種
と
も
関
連
が
深

種

冊

篇　

名

内　

容

簡
長
（㎝
）

簡
背
数
字

Ａ

参
赤

湯
・
伊
尹
故
事
（
滅
夏
前
）

夏
・
殷

約
45

有
（
同
筆
）

壹
尹
至

湯
・
伊
尹
故
事
（
滅
夏
の
経
緯
）

夏
・
殷

約
45

有
（
同
筆
）

壹
尹
誥

湯
・
伊
尹
故
事
（
滅
夏
後
）

殷

約
45

有
（
同
筆
）

参
説
命
上
中
下

殷
高
宗
（
武
丁
）
夢
に
説
を
得
る

殷

約
45

有
（
同
筆
）

伍
三
壽

殷
高
宗
（
武
丁
）
と
三
壽
と
の
問
答

殷

約
45

有
（
同
筆
）

壹
耆
夜

武
王
・
周
公
旦　

飲
至
儀
礼
の
詠
歌

西
周

約
45

有
（
同
筆
）

壹
金
縢

武
王
の
有
疾
と
周
公
旦
・
成
王
の
行
為

西
周

約
45

有
（
同
筆
）

参
琴
舞

多
士
に
対
す
る
周
公
の
告
誡
の
詩

西
周

約
45

有
（
同
筆
）

参
芮
良
夫

厲
王
に
対
す
る
芮
良
夫
の
訓
誡
の
辞

西
周

約
45

有
（
同
筆
）

壹
祭
公

穆
王
に
対
す
る
祭
公
某
父
の
訓
誡

西
周

約
45

有
（
同
筆
）

Ｂ

壹
皇
門

周
公
の
群
臣
望
族
へ
の
訓
誡

西
周

約
45

有
（
別
筆
）

陸
孺
子

鄭
の
武
公
夫
人
武
姜
が
荘
公
に
告
げ
た
規
誡

春
秋
（
鄭
）

約
45

無

陸
太
伯
甲
乙

鄭
の
太
伯
が
臨
終
の
際
に
文
公
に
告
げ
た
規
誡

春
秋
（
鄭
）

約
45

無

柒
子
犯

秦
（
穆
公
）
に
流
亡
時
の
重
耳
の
故
事

春
秋
（
晋
）

約
45

無

柒
晋
文
公

晋
帰
国
後
の
重
耳
（
文
公
）
の
故
事

春
秋
（
晋
）

約
45

無

陸
子
儀

秦
穆
公
が
楚
に
子
儀
を
送
還
す
る
際
の
問
答

春
秋
（
秦
楚
）
約
42

無

柒
趙
簡
子

趙
簡
子
に
対
す
る
進
諫
と
問
答

春
秋
（
晋
）

約
42

無

柒
越
公

越
公
句
践
の
滅
呉
に
か
か
わ
る
歴
史
故
事

春
秋
（
越
）

約
42

無

Ｃ

肆
算
表

計
数
表

－

約
44

無

伍
湯
丘

湯
と
伊
尹
と
の
問
答

殷

約
44
︱
45

無

伍
啻
門

湯
と
小
臣
（
伊
尹
）
と
の
問
答

殷

約
44
︱
45

無

陸
管
仲

斉
桓
公
と
管
仲
と
の
問
答

春
秋
（
斉
）

約
44
︱
45

無

同冊同冊

（ 44 ）



い
が
、『
管
仲
』
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
君
主
と
す
ぐ
れ
た
臣

下
と
の
問
答
と
い
う
共
通
主
題
が
見
い
だ
さ
れ
、
Ａ
種
と
は
別
の

枠
組
み
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。

結　

語

以
上
、
本
稿
で
は
清
華
簡
（
壹
︱
柒
）
の
字
迹
分
類
に
も
と
づ

き
、
第
Ⅰ
類
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
種
の
字
迹
と
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
、

初
歩
的
な
検
討
を
加
え
た
。

従
来
、
清
華
簡
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、『
尚
書
』
類
の
文
献

が
含
ま
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
Ａ
種
は
そ
の
中
心

的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
も
と
よ
り
夏
殷
周
三
代
の
王
と
そ
の

臣
下
に
か
か
わ
る
内
容
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
『
尚

書
』
類
と
呼
ぶ
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、『
尚
書
』
の
本

質
が
周
書
の
五
誥
に
代
表
さ
れ
る
王
者
の
言
説
の
記
録
に
求
め
ら

れ
る
と
す
れ
ば
、
Ａ
種
の
諸
篇
は
少
し
く
性
質
を
異
に
し
、
む
し

ろ
す
ぐ
れ
た
臣
下
に
よ
る
王
へ
の
助
言
や
諫
進
と
い
う
面
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
（
注
9
）
。
そ
の
点
か
ら
す

れ
ば
、
Ｂ
種
や
Ｃ
種
の
春
秋
期
に
お
け
る
諸
国
故
事
に
も
、
こ
の

主
題
は
通
底
す
る
。
Ａ
種
の
分
析
を
と
お
し
て
う
か
が
わ
れ
た
統

括
性
は
、
戦
国
期
に
お
い
て
『
尚
書
』
類
に
属
す
る
文
献
を
材
料

と
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
な
整
理
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
稿
で
提
示
し
た
諸
点
は
あ
く
ま
で
も
現

時
点
に
お
け
る
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
今
後
、
続
刊
の
公
表
を
ま
っ
て

さ
ら
な
る
検
証
と
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

注

（
１
）	

拙
稿
「
清
華
簡（
壹
）～（
陸
）の
字
迹
分
類
」（
湯
浅
邦
弘
編
『
清
華
簡

研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
第
一
五
︱
三
五
頁
）

（
２
）	

先
行
研
究
に
お
け
る
『
祭
公
』
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
華

簡（
壹
）～（
陸
）の
字
迹
分
類
」（
前
掲
注
１
）
参
照
。

（
３
）	

拙
稿
「
清
華
簡（
壹
）～（
陸
）の
字
迹
分
類
」（
前
掲
注
１
、
第
二
一
︱

二
三
頁
）
参
照
。

（
４
）	

以
下
、
各
表
に
お
い
て
検
討
の
対
象
と
す
る
文
字
の
上
に
付
し
た
算

用
数
字
は
各
分
冊
所
収
の
「
字
形
表
」
に
付
さ
れ
た
共
通
番
号
で
あ
り
、

『
説
文
』
の
巻
次
と
部
序
を
示
す
。

（
５
）	

清
華
簡
の
標
点
符
号
に
つ
い
て
は
、
賈
連
翔
『
戦
国
竹
書
形
制
及
相

関
問
題
研
究
︱
以
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
為
中
心
』（
中
西
書
局
、
二
〇

一
五
年
、
第
一
五
八
︱
一
六
一
頁
）、
肖
芸
曉
「
書
手
的
習
慣
︱
清
華
簡

標
点
符
号
観
察
」（
二
〇
一
七
年
度
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	M

ulti	

D
isciplinary	A

pproach

に
よ
る
新
出
土
資
料
の
総
合
的
研
究 

学
術

報
告
、
二
〇
一
八
年
三
月
十
七
日
、
日
本
女
子
大
学
）
参
照
。

（ 45 ）



（
６
）	『
尹
誥
』
に
句
読
符
号
が
付
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
明
確
に

し
が
た
い
が
、
全
四
簡
と
い
う
短
篇
で
あ
る
た
め
、
句
読
符
号
を
必
要

と
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。

（
７
）	
賈
連
翔
氏
は
、
書
法
風
格
上
の
共
通
性
か
ら
『
祭
公
』
と
『
厚
父
』

と
を
同
じ
書
手
と
み
て
お
り
（『
戦
国
竹
書
形
制
及
相
関
問
題
研
究
︱
以

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
為
中
心
』
前
掲
注
５
、
第
一
六
九
頁
）、
肖
芸
暁

氏
（「
書
手
的
習
慣
︱
清
華
簡
標
点
符
号
観
察
」
前
掲
注
５
）
は
、『
祭
公
』

と
同
様
の
Ｌ
型
（
本
稿
で
は
レ
型
）
の
符
号
が
『
厚
父
』
に
も
見
え
る

こ
と
か
ら
、
賈
氏
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。

（
８
）	

前
稿
で
提
示
し
た
十
一
の
判
別
字
の
う
ち
、
Ｂ
と
Ｃ
と
の
間
に
は

「
於
」「
乃
」「
人
」「
閲
」「
四
」「
五
」
の
六
字
に
固
有
の
近
似
性
が

認
め
ら
れ
、
両
者
の
緊
密
な
関
係
性
が
知
ら
れ
る
（
拙
稿
「
清
華
簡

（
壹
）～（
陸
）の
字
迹
分
類
」（
前
掲
注
１
、
第
三
〇
・
三
三
頁
）
参
照
。

（
９
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
尹
誥
』
の
思
想
史
的
意
義
」（
湯
浅

邦
弘
編
『
清
華
簡
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
第
一
一
三
︱
一

三
三
頁
）
に
お
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

［
附
記
］
本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
十
六
日
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ

た
中
国
出
土
文
献
研
究
会 

公
開
講
演
会
に
お
け
る
筆
者
の
講
演
「
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
︱
柒
）
の
字
迹
分
類
」
に
も
と
づ
き
、
そ
の
後

の
知
見
を
加
え
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

17K
02730

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（ 46 ）



［
別
表
Ⅰ
］
清
華
簡
（
壹
︱
柒
）
の
字
迹
分
類

類

種

冊

篇　

名

簡　

数

完
簡
簡
長
（㎝
）

簡
背
数
字

編
痕

篇　

題
（
通
行
字
体
に
従
う
）

Ⅰ

Ａ

壹
尹
至

05
44.9

︱45.0

有
（
同
筆
）

三
道

壹
尹
誥

04
45.0

︱45.1

有
（
同
筆
）

三
道

壹
耆
夜

14
45.0

︱45.2

有
（
同
筆
）

三
道
「
耆
夜
」
末
尾
簡
14
背
面
下
部
（
同
筆
）

壹
金
縢

14
45.0

︱45.1

有
（
同
筆
）

三
道
「
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
」
末
尾
簡
14
背
面
下
部
（
同
筆
）

壹
祭
公

21
44.9

︱45.1

有
（
同
筆
）

三
道
「
祭
公
之
顧
命
」
末
尾
簡
21
正
面
下
端
（
別
筆
）

参
説
命　

上
中
下

07/07/10
44.7

︱45.3

有
（
同
筆
）

三
道
「
傅
説
之
命
」
各
篇
末
尾
簡
背
面
下
部
（
同
筆
）

参
琴
舞

17
44.7

︱45.1

有
（
同
筆
）

三
道
「
周
公
之
琴
舞
」
簡
１
背
面
上
端
（
同
筆
）

参
芮
良
夫

28
44.8

︱45.1

有
（
同
筆
）

三
道
「
周
公
之
頌
志
」（
刮
削
）
簡
１
背
面
上
部
（
同
筆
）

参
赤

15
44.9

︱45.2

有
（
同
筆
）

三
道
「
赤

之
集
湯
之
屋
」
末
尾
簡
15
背
面
下
部
（
同
筆
）

伍
三
壽

28
44.9

︱45.2

有
（
同
筆
）

三
道
「
殷
之
高
宗
問
於
三
壽
」
末
尾
簡
28
背
面
上
部
（
同
筆
）

Ｂ

壹
皇
門

13
45.0

︱45.4

有
（
別
筆
）

三
道

陸
孺
子

18
44.9

︱45.1

無

三
道

陸
太
伯　

甲
乙

14/12
44.9

︱45.1
無

三
道

柒
子
犯

15
45.0

︱45.1
無

三
道
「
子
爲
子
余
」
簡
１
背
面
（
同
筆
？
）

柒
晋
文
公

08
45.2

無

三
道

陸
子
儀

20
41.5

︱41.7

無

三
道

柒
趙
簡
子

11
41.5

︱41.6

無

三
道

柒
越
公

75
41.4

︱41.8

無

三
道
「
越
公
其
事
」
篇
尾	

正
文
と
連
続
（
同
筆
）
※
篇
題
？

Ｃ

肆
算
表

21
43.4

︱43.7

無

三
道

伍
湯
丘

19
44.3

︱44.6

無

三
道

伍
啻
門

21
44.4

︱44.5

無

三
道

陸
管
仲

30
44.2

︱44.8

無

三
道

（ 47 ）



Ⅰ

Ｄ

壹
程
寤

09
44.5

無

三
道

Ｅ

壹
楚
居

16
47.4

︱47.6

無

三
道

Ｆ

貳
繫
年

138
44.4

︱45.1

有
（
同
筆
）

三
道

Ｇ

肆
筮
法

63
34.8

︱35.1

有
（
同
筆
）

三
道

Ｈ

肆
別
卦

08
15.8

︱16.0

無

二
道

Ｉ

伍
厚
父

13
43.7

︱44.2

有
（
同
筆
？
）
三
道
「
厚
父
」
末
尾
簡
13
背
面
下
部
（
別
筆
）

Ｊ

伍
封
許

06
43.9

有
（
同
筆
？
）
三
道
「
封
許
之
命
」
末
尾
簡
９
背
面
下
部
（
別
筆
）

Ｋ

伍
命
訓

15
50.6

（
残
簡
最
長
）
有
（
同
筆
）

三
道

Ｌ

陸
子
産

29
44.9

︱45.0

無

三
道

Ⅱ

－

参
良
臣

11
32.6

︱32.8

無

三
道

－

参
祝
辞

05
32.7

︱32.8

無

三
道

Ⅲ

－

壹
保
訓

11
28.5

︱28.6

無

二
道

（ 48 ）




